
ふつう あと少し

非言語分野（数的）の問
題の解法を理解している

非言語分野（数的）の問
題の重要性を認識してい
る

非言語分野（数的）の問
題の重要性を認識してい
ない

言語分野の問題の解法を
理解している

言語分野の問題の重要性
を認識している

言語分野の問題の重要性
を認識していない

優れている よい

到達目標
A

非言語分野（数的）の単
なる問題の解答だけでな
く、当分野の必要性を深
く認識し、自ら目的意識
をもって取り組んでい
る。

非言語分野（数的）の問
題の解ける

非言語分野の単なる問題
の解答だけでなく、当分
野の必要性を深く認識
し、自ら目的意識をもっ
て取り組んでいる。

言語分野の問題の解ける
到達目標

B

到達目標
C

政治・経済分野に関心を
持ち、自ら情報を収集し
理解しようとしている

政治・経済分野の問題の
解ける

政治・経済に仕組みの関
心を持てる

科目名 一般教養・時事問題２ 年度 2026

General Education and Current Events 2 学期 後期

単位数 2 種別※ 講義

英語科目名

学科・学年 情報ビジネス科 １年次 必/選 選 時間数 30

担当教員 諸星　朱里 教員の実務経験 無 実務経験の職種

【科目の目的】

社会人としての必要な一般常識の知識をつける。

【科目の概要】

広く社会人として持つべき知識や技能、時事について学びます。

【到達目標】

Ａ非言語分野（数的分野）の問題が解ける
Ｂ言語分野の問題が解ける
Ｃ政治・経済の仕組みを理解する

【授業の注意点】

一般常識といわれる国語、数学、社会の主要科目の問題を多く解く。また、今の社会で起きている時事問題を取り上げ、理解を
深める。授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の３以上
出席しない者は試験を受験することができない。授業の進捗状況により内容が前後する場合もある。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

政治・経済に仕組みの重
要性を認識している

政治・経済に仕組みの重
要性を認識していない

【教科書】

必要に応じてプリント資料を配布する。

【参考資料】

特になし

【成績の評価方法・評価基準】

試験、課題、小テスト等を総合的に評価する。

到達目標
D

到達目標
E

※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。
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1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

速度の問題がとける

4

科目名 一般教養・時事問題２

5 文章題①

文章題③ 損益の問題が解ける

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 比と割合 比と割合を理解する 割合

単位

1

計算 建てた式の計算ができる

作式 文章を整理し、式を作ることができる

1建てた式の計算ができる

濃度算 濃度の問題が解ける

1

1

確率

計算

速度

作式

計算

速度

角度

建てた式の計算ができる

損益の問題がとける

図形
平面図形の問題が解け
る

二語関係を理解する

5

年度

6 確率
場合の数および確率の
問題がとける

7 確率演習
SPIタイプの確率に対
応する

論理、命題を理解する

8 速度演習
SPIタイプの速度に対
応する

General Education and Current Events 2 学期

授業内容

比

濃度の問題が解ける

作式 文章を整理し、式を作ることができる

3 文章題②

1

1

1

1

経済一般

熟語の成り立ちを理解する熟語の成り立ち

文の並べ替えを理解する

論理・命題

憲法

同音異義語の漢字が書ける

三権分立

経済学
経済の仕組みを理解す
る

期末試験の実施1

財政・税制2

14

総合
SPIタイプの問題に対
応する

9

10 熟語の成り立ち
熟語の成り立ちを理解
する

11 二語関係 二語関係を理解する

12 文の並べ替え
文の並べ替えを理解す
る

13 政治学
政治の仕組みを理解す
る

二語関係

文の並べ替え

3

日本国憲法を理解する

経済の仕組みを理解する

1

1

期末試験に対応する

国家財政、税制の仕組みを理解する

三権分立の仕組みを理解する

15 総合 期末試験

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

比の概念を理解する

1割合の概念を理解する

単位変換ができる

2026

後期

場合の数

1

速度の問題がとける

文章を整理し、式を作ることができる

1

1

場合の数の解法を理解する

SPIバージョンの対応できる

2

同音異義語2

漢字の読みのできる漢字の読み2

対応関係を理解する対応関係2

2 同音異義語 同音異義語の漢字が書ける

1

確率の解法を理解する確率2

相似の定理を理解する相似2

1 確率 SPIバージョンの対応できる

平行線、三角形の定理を理解する
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